
平
成
31
年
度

当
初（
骨
格
）予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

町税
22億9,497万円
39.5％

国・県支出金
7億8,358万円
13.5％

町債
2億9,450万円
5.1％

地方交付税
11億5,080万円
19.8％

分担金および
負担金
8,394万円
1.4％

寄付金 
7,150万円
1.2％

使用料および
手数料 
7,504万円
1.3％

財産収入
668万円
0.1％

繰入金
5億697万円
8.7%

繰越金
7,000万円
1.2%

地方譲与税・
地方消費税
交付金等
4億385万円
6.9％

諸収入
7,478万円
1.3％

歳　入

総務費
10億1,839万円
17.5％教育費

4億5,863万円
7.9％

民生費
16億3,434万円
28.1％

土木費
6億2,729万円
10.8％

消防費
2億7,873万円
4.8％

災害復旧費
483万円
0.1％ 公債費

8億8,338万円
15.2％

その他
2,001万円
0.3％

議会費
8,704万円
1.5％

衛生費
5億1,674万円
8.8％

労働費
109万円
0.1％

農林水産業費
1億9,269万円 
3.3％

商工費 
9,345万円
1.6％

歳　出

歳　入

歳　出

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、前
年

度
に
比
べ
９
、９
８
２
万
円（
△
１
・
７
％
）の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
大
き
く
増
減
の
あ
っ
た
項
目
で

す
が
、衛
生
費
が
井
戸
沢
最
終
処
分
場
備
品
購

入
や
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
負
担
金
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、６
、５
８
１
万
円（
14
・

６
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。土
木
費
に
つ
い
て

は
、都
市
再
生
整
備
計
画
事
業（
道
路
整
備
）が

完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、大
型
公
共
事
業
が
減

少
し
て
、１
億
４
、１
４
３
万
円（
△
14
・
８
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、公
債
費
に
つ
い
て
は
、５
、１
２
７
万

円（
△
５
・
５
％
）の
減
と
な
っ
て
お
り
、昨
年
度

を
ピ
ー
ク
に
今
後
減
少
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、役
場
庁
舎
整
備
経
費
で

旧
役
場
庁
舎
解
体
等
の
工
事
を
行
う
た
め
、基

金
繰
入
金
が
１
億
７
、６
０
８
万
円（
53
・
２
％
）

の
増
と
な
っ
た
ほ
か
、町
税
に
つ
い
て
も
５
、９

２
１
万
円（
２
・
６
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
型
公
共
事
業
が
減
少
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、町
債
に
つ
い
て
は
、２
億
９
、４
２
０

万
円（
△
50
・
０
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

　
予
算
総
額 

58
億
1
、6
6
1
万
円

問い合わせ先
企画財政課財政係
（32）3112

本
来
、
予
算
は
そ
の
年
度
の
全
て
の
歳
入
、
歳
出
で
編
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
２
月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

義
務
的
経
費
や
継
続
事
業
を
中
心
に
計
上
し
、
政
策
的
事
業
は
６
月
議
会
で
補
正
予
算
と
し
て
提
出
す
る
予
定
で
す
。

骨
格
予
算
と
は
？

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
、
骨
格
予
算
で
編
成
し
て
い
ま
す
。
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主 な 用 語 の 解 説

町 税… 町民税、固定資産税、軽自動車税、都市計画税など
繰 入 金… 一般会計と特別会計の間でやりとりするお金
地方譲与税・地方
消費税交付金等

… 町の人口など様々な基準に応じて県からもらえる
お金

地方交付税… 地方公共団体が等しく事業をできるよう一定の基
準で国から交付されるお金

国県支出金… 特定の事業の経費に充てるよう国と県から交付さ
れるお金

町 債… 大きな事業や公共施設などを建てるときに町が借
りるお金

歳　入
総 務 費… 税務・戸籍・選挙事務・庁舎管理などにか

かるお金
民 生 費… 高齢者や障がい者、児童福祉などにかか

るお金
衛 生 費… 健康診断やゴミの処理などにかかるお金
土 木 費… 道路や橋、公園の建設や維持管理にかか

るお金
消 防 費…消防や防災にかかるお金
教 育 費…学校教育や生涯学習にかかるお金
公 債 費…町の借金を返済するためのお金

歳　出

歳出予算性質別集計表
　性質別で予算を見ることによって、どんなものにお金が使用されているかが分かります。

区分 31年度予算額 構成比 30年度予算額
対前年度

増減額 伸率

義
務
的
経
費

人件費 10億5,010万円 18.0％ 10億733万円 4,277万円 4.2％
扶助費 5億6,289万円 9.7％ 5億5,137万円 1,152万円 2.1％
公債費 8億8,338万円 15.2％ 9億3,465万円 △5,127万円 △5.5％

小計 24億9,637万円 42.9％ 24億9,335万円 302万円 0.1％
投
資
的
経
費

普通建設事業費 5億8,628万円 10.1％ 7億8,994万円 △2億366万円 △25.8％
災害復旧事業費 483万円 0.1％ 469万円 14万円 3.0％

小計 5億9,111万円 10.2％ 7億9,463万円 △2億352万円 △25.6％

そ
の
他
の
経
費

物件費 12億1,146万円 20.8％ 12億169万円 977万円 0.8％
維持補修費 2,766万円 0.5％ 3,608万円 △842万円 △23.3％
補助費等 7億1,650万円 12.3％ 6億5,177万円 6,473万円 9.9％
積立金 3,813万円 0.7％ 3,365万円 448万円 13.3％
繰出金 7億1,538万円 12.3％ 6億8,526万円 3,012万円 4.4％
予備費 2,000万円 0.3％ 2,000万円 0万円 0.0％

小計 27億2,913万円 46.9％ 26億2,845万円 1億68万円 3.8％
合計 58億1,661万円 100％ 59億1,643万円 △9,982万円 △1.7％

【義務的経費】
　職員や行政委員にかかる人件費、医療扶助などの社会保障にかかる扶助費が前年度よりも増加し、公債費は減
少しましたが義務的経費全体では302万円の増となっています。
　また、義務的経費が予算全体のおよそ43％を占めていることがわかります。

【投資的経費】
　災害にかかる復旧工事などについてはほぼ同額計上となっています。
　町の道路や施設などの工事にかかる普通建設事業費は、旧役場庁舎解体工事等でおよそ2億円計上されました
が、昨年度で都市再生整備計画事業が完了したことにより、大型公共事業が減少したことから、普通建設事業費
全体ではおよそ2億円減少しています。

【その他の経費】
　臨時職員賃金や委託料などにかかる物件費が予算全体のおよそ21％を占めていることがわかります。個別の項
目では、維持補修費については井戸沢最終処分場の施設修繕費が前年より600万円減少したことから、前年度比
マイナス23％となりましたが、その他の項目が増加していることから、経費全体では増加しています。

当初予算をお知らせします
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